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プロジェクトの位置づけ

1

目指すべき社会 基本目標（分野） 重点戦略

デジタル
インクルージョン

インクルーシブな
デジタル社会の実現



デジタルとくしま推進プラン
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年齢、障がいの有無、性別、国籍等にかかわらず、誰もがデジタル活用の利便性を享受し又は
担い手となることができるインクルーシブな社会(誰一人取り残されないデジタル社会)を目指す。
このため、高齢者、障がい者及び育児・介護世代等のスキル習得による活躍へのきっかけ作りや
デジタル技術に関する学び合いの場づくりを推進する。

プロジェクトの内容

2

誰もが
デジタル社会の恩恵を
享受できる社会の

実現

●情報による恩恵を
享受できる環境
県ホームページの
ウェブアクセシビリティ基準
適合レベルＡＡへの準拠

●デジタル技術について
学べる環境
小中学生を対象とした
プログラミング教育出前授業
県シルバー大学校及び同大学院の

ＩＣＴ講座
老人クラブによる
高齢者のデジタル機器利活用支援

視覚障がい者を対象とした
情報支援機器の操作訓練
スマホ体験教室や

相談会の開催

インターネット利用状況

出典：令和４年通信利用動向調査（総務省）

高齢者の
利用が少ない！

【男女・年代別】

●ネットに接続可能な環境
公衆無線ＬＡＮサービスの提供
家庭にインターネット接続環境を
整備することが困難と認められる

県立学校の児童生徒に対する
モバイルルーターの貸与

50%

60%

70%

80%

90%

100%

低所得世帯の
利用が少ない！

【世帯年収別】
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主な指標及び工程（１）
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
７７．４％

７９．０％
７６．７％

８０．５％
８０．６％

８２．０％

８２．０％（見込）

８３．５％
－

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

２０回
３９回

４０回
１１回

１５回
１３回

１５回
－

担当課：デジタルとくしま推進課

ＫＧＩ： インターネット利用率

進捗評価の参考として、通信利用動向調査(総務省)の｢都道府県別インターネットの利用状況｣
集計値を使用する。
通信利用動向調査は、世帯（全体・構成員）及び企業を対象として、統計法に基づく政府統計
として平成2年から毎年実施されている。令和5年も住民基本台帳から無作為に抽出した世帯の
方に、令和5年8月末の通信サービスの利用状況､情報通信関連機器の保有状況等について回答の
依頼がなされており、結果は令和6年5月末を目処に発表予定とされている。

担当課：e-とくしま推進財団

ＣＳＦ－１ ： 誰もがデジタル技術について学べる環境の整備

ＫＰＩ－１ ： プログラミング教育出前授業の実施（再掲）

（再掲 12 デジタル人材育成プロジェクト）

※１回当たり参加者数 令和3年度20.8名、令和４年度17.2名、令和５年度23.3名
※教員が自ら授業を行っていることや
他団体でも同種の取組を行っていることから目標値を下方修正した。

※実績値はR6.3.31時点（見込）
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主な指標及び工程（２）
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
３４４人

５００人
６４１人

７４５人
８１２人

９９０人
９９０人（見込）

１，２３５人
－

担当課：e-とくしま推進財団

担当課：障がい福祉課

ＫＰＩ－４ ： 視覚障がい者のデジタル機器利用訓練人数
（累計）

ＫＰＩ－３ ： 表彰制度の拡大（ＧＩＧＡスクール構想に関する、
優れた取組を行った小中学校に表彰）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

－

－

創設

創設 拡大・充実 拡大・充実 －

審査委員の意見を踏まえながら
表彰制度の充実を図る（PDCA）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
２回

３回
４回

４回
４回

５回
６回

５回
－

担当課：e-とくしま推進財団

ＫＰＩ－２ ： 県民や財団会員等を対象とした
ＩＣＴに関するセミナーの充実

※実績値はR6.3.31時点（見込）

※１回当たり参加者数 R2年度90名、R3年度135名、R4年度153名、R5年度106名

※令和３年度にＩＣＴ（ＧＩＧＡ）部門を創設し、令和３・４年度に各１校を表彰
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ＫＰＩ－５ ： 県シルバー大学校大学院ＩＣＴ資格取得者数（累計）

シニアＩＴアドバイザー（ＳＩＴＡ）３級取得が卒業認定条件
シニアＩＴアドバイザー（ＳＩＴＡ）とは、パソコン初心者を指導できるだけの「知識とアドバイス

技術」を有することが認定された者（シニアの方を対象とした民間による認定制度）

主な指標及び工程（３）

5

担当課：長寿いきがい課

ＫＰＩ－６ ： 老人クラブによる高齢者のデジタル機器（スマートフォン､パソコン）
利活用支援のための研修開催

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

－

－

推進

推進 推進 推進 －

参加者からの意見を反映させながら推進（PDCA）

担当課：ダイバーシティ推進課

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

－

１，０２５人
１，０７５人

１，０６６人

１，１０５人

１，０９８人

１，１４５人

１，１４０人（見込）

１，１９５人

－

※大学院卒業後は、小学校でのプログラミング授業での講師・補助講師として、またシルバー
大学校ＩＣＴコースの講師などとして活動

※研修開催数 令和３年度２４教室、令和４年度６３教室、令和５年度見込５９教室

※実績値はR6.3.31時点（見込）
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主な指標及び工程（４）

6

ＫＰＩ－７ ： 「とくしまデジタル支援員」が講師等を務める
高齢者又は障がい者向けスマホ体験教室や相談会の参加者数

「とくしまデジタル支援員」

県内の産学官が連携した「とくしまデジタル人材育成プラットフォーム

（事務局ｅ－とくしま推進財団）」において、デジタル技術を活用し、

徳島県内におけるデジタルデバイドの解消をはじめ、地域課題解決に意欲と能力があると

認められた人材で、「とくしまデジタル人材バンク」に登録された者

担当課：デジタルとくしま推進課、 e-とくしま推進財団

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

－
－

３００人
５３６人

３００人
６００人

３００人
－

ＫＰＩ－８ ： 高齢者を対象としたスマートフォンの使い方に関する
相談会の開催数

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

－
－

－
－

２０回
２０回

２０回
－

担当課：e-とくしま推進財団

※実績値はR6.3.31時点（見込）

※参加者数の合計 令和５年度７０名
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

－
５２．０％

１００％
１００％

１００％
１００％（見込）

１００％
－

主な指標及び工程（５）
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担当課：秘書課

担当課：秘書課

担当課：秘書課

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
準拠

準拠
準拠

準拠
準拠 準拠（見込） －

検査結果を踏まえたサイト改修（PDCA）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

－
４２．３％

１００％
１００％

１００％
１００％（見込）

１００％
－

ＫＰＩ－２ ： 自動翻訳による県ＨＰの外国語（英語、ドイツ語、
中国語（簡体字／繁体字）、韓国語、ベトナム語）対応

ＫＰＩ－３ ： 県ＨＰにおけるウェブアクセシビリティ方針の実践

ＫＰＩ－４ ： 県ＨＰにおけるウェブアクセシビリティ基準
適合レベルＡＡの準拠

担当課：秘書課ＫＰＩ－１ ： 県ＨＰ全てのスマートフォン、タブレット対応

ＣＳＦ－２ ： 誰もが情報による恩恵を享受できる環境の整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

－
６２．３％

１００％
１００％

１００％
１００％（見込）

１００％
－

※実績値はR6.3.31時点（見込）
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主な指標及び工程（６）
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担当課：デジタルとくしま推進課

担当課：教育政策課、
総合教育センター

ＫＰＩ－２ ： ネット環境のない県立高校生世帯に対する
貸出用モバイルルーター整備率（再掲）

ＫＰＩ－１ ： 県が整備・補助した無料公衆無線ＬＡＮ
アクセスポイント数

ＣＳＦ－３ ： 誰もがネットに接続可能な環境の整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
９８６箇所

９７５箇所
１，２４８箇所

１，０００箇所
１，２９２箇所

１，０２５箇所
１,２９４箇所（見込）

１，０５０箇所
－

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
－

１００％
１００％

１００％
１００％

１００％
１００％（見込）

１００％
－

担当課：秘書課

ＫＰＩ－５ ： ダイバーシティの観点に立った障がい者や外国人などへの
県ＨＰに関する県民アンケートの実施数

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
０回

２回
２回

２回
２回

２回
２回（見込）

２回
－

（再掲11 デジタル技術を活用した学校教育プロジェクト）

※配布の申出があった県立高校に対し、総合教育センターから予備を含めて合計４２９台配布。

※実績値はR6.3.31時点（見込）
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令和５年度における取組内容（１）
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主な取組

「デジタル支援員」を育成、
育成した「デジタル支援員」を活用して
「スマホ体験教室」を開催（e-とくしま推進財団）

携帯ショップがない市町村へ展開
障がい者関連団体と連携して開催

スマホ相談会の開催(令和５年度～)

プログラミング教育出前授業

セミナーの充実（e-とくしま推進財団）

シルバー大学校及び同大学院において
ICT講座を開講

プログラミングコース卒業者は
小学校プログラミング教育に携わる

令和５年度予算（主なもの）

人に寄り添う｢とくしまデジタル人材育成
プラットフォーム｣運営事業 12,800千円

R6.1.23 e-とくしまビジネスセミナー

スマホ体験教室
（障がい者支援施設）

シルバー大学校
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令和５年度における取組内容（２）
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主な取組

「徳島県障がい者ＩＣＴサポート

センター」開設（R5.8.6）
障がいのある方々に対する
ICT機器利用の総合的なサービス拠点

令和５年度予算

障がい者ICT技術活用事業
13,150千円
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課題とアクション
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課 題 アクション

１
高齢者にとっては、端末の使い方や

新しい機能等に対応するのが難しいと
いった技術面での課題がある。

高齢者がスマートフォン等の安全安心な
利活用について学ぶことができるスマホ
体験教室及び相談会を開催する。

２

誰もがデジタル活用の利便性を享受し
又は担い手となることができる誰一人
取り残されないデジタル社会の実現が
課題となっている。

先端技術セミナー、ビジネスセミナーに
加えＩＣＴに関するセミナーを充実させる。
また、「とくしまデジタル支援員」を育成し、
高齢者等のデジタル活用を支援する。

３
ＧＩＧＡスクール構想により、１人１台端末
などハード面の整備が進む中、指導体制
やソフト面の充実が課題となっている。

ＩＣＴプログラミング教育アドバイザーを
小中学校に派遣し、プログラミング教育
出前授業を実施する。

４
ＧＩＧＡスクール構想により整備された

設備や端末の有効な活用方法の検討が
課題となっている。

ＧＩＧＡスクール構想に関する優れた取組
を行った小中学校を対象とする表彰制度
の充実を図る。
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令和６年度における取組予定
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主な取組
「スマホ体験教室」を携帯ショップがない市町村へ展開、
障がい者関連団体と連携して開催
｢とくしまデジタル人材育成プラットフォーム｣の下、産学官連携して実施

スマホ相談会の開催

プログラミング教育出前授業の実施

セミナーの充実

シルバー大学校及び同大学院においてICT講座を展開

「障がい者ICTサポートセンター」において
障害種別に応じて支援

令和６年度予算（主なもの）

障がい者ICT技術活用事業 11,500千円
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案件種別

「リーディング」案件として （□該当あり ☑該当なし）

「オンリーワン」案件として （□該当あり ☑該当なし）

「ナンバーワン」案件として （□該当あり ☑該当なし）
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参考情報ＵＲＬ等

• 通信利用動向調査
総務省ホームページ

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05.html

• とくしまデジタル人材バンク
（公財）e-とくしま推進財団ホームページ

https://www.e-tokushima.or.jp/human_resources_bank

• 徳島県障がい者ICTサポートセンター
徳島県ホームページ

https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kenko/shogaifukushi/7218956/


